

































































































で，5 年生と 6 年生への実施方法の検証，低学年
への対応，中学校との連携，子どもの変化などを
総合的につかまなければならない。 








①調査時期： 2014 年 2 月 15 日〜 3 月 5 日




④回収率： 英語活動担当者 160 名 20.0％
 外国人講師 79 名 9.9% 
 英語活動支援者 36 名 4.5%







































































④ Hi， friends! は 使 わ
ず，全て自作の教材
 1.9%
⑤他の既製教材を利用 1.6% ⑤他の既製教材を利用 8.8%
　2012 年の調査では「英語ノート」が教材として文部科学省より提供されていたが，今回は「Hi， 




































 表４（複数回答）  
回答項目  2012（年）  2014（年）
①担任  66.7% 55.9%
②学年の協議で 15.0% 13.1%
③英語担当教員 20.0% 18.8%














 表 5（複数回答）  





































































は，「AJ's Picture Dictionary の テ キ ス ト，
















 表 6（複数回答）  















































 表 7（複数回答）  






④専科教員の配置  51.7% 48.8%
⑤準備のための時間 51.7% 51.3%
⑥教師の英語力アップ 41.7% 57.5%





















 表 8（複数回答）  





















 表 9（複数回答）  











































































































































































































































































































































































　設問では (1) 採用形態，(2) 報酬，(3) 授業前打
ち合わせ，(4) 打ち合わせの形，(5) 授業案の作成
関与，(6) 担任との TT の有無，(7) 持っている資






も 160 小学校の 23％が回答しているので，ほぼ
全国的な平均であることがわかる。
４－３－１ 支援による成果




























































































































































































































･ 緒方智子 (2011) 「小学校『外国語』活動に加わっ
て」 『新英語教育』500 三友社出版
･ 財団法人日本英語検定協会英語教育研究セン
















踏まえて 」   『英語展望』119 英語教育協議会
（ELEC）










材 “Hi， friends!” について』





英語？』 岩波書店 岩波ブックレット 562
・北山長貴 「2012 年 小学校英語活動における実
施状況の調査報告」 『山形県立米沢女子短期大
学附属生活文化研究所紀要』39 号
・語学教育研究所第 10 グループ (2010) 「小学校
英語」『語学教育研究所ブックレット』３







・文部科学省 (2010) 『英語ノート』1，2 教育出版
・文部科学省 (2012) 『Hi， friends!』1，2 東京書
籍
論文・研究ノート
